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素の増加はア ドリバクター類の室中窒素固定なるべしと思惟す｡

(5)活 性汚泥,そ れを溝化せ る消化残渣の消化残渣を乾溜せ

る結果は上記の順 に 記して 弄2鶏12ρ%の 粗燃籾 由疎 酸アン

モ ンに換算 して15･4,8･C6に 當 るアソモニアを溜出せり｡燃 料油

は主 として汚泥中に再凝集せる事蛋白質及び油脂より生ぜ るもの

㌧と思惟するも,それ等を消化に依て失つた後の残澄の乾溜結果が,

消 化以前の試料に劣らぬ採油率を與ふ るを以て,消 化中に眉油栂

禮類似物質が形成 さるることも原因なるべしと思考せ り◎

(6)10,00)tの 慶水よりは乾燥活性汚泥の2.4tを 生 じ,そ

れの浩化 によりて は1,U6ユ}竃3の ガスを得べ くその婁熱総量 は

5･113･5ユ2kealな り◎更に浩化残澄の:乾溜により 玉0,000tの 腹永

當 り196kgめ 燃料油(粗),131kgの 硫酸アンモン及び853k塞

の残留挨を得べき事を試験結果は示せ り◎
麺

附記 大豆蛋白腰水の 碑究は厚生省技師井口幸一氏の示唆によ

り始めたるものにして同氏に負ふ所多レの更 に昭和産業ご♪宮工

場の梶田俊二氏には試料の毎4H溜 毎の提出を受けた 蛎 以上の

爾氏に劃し畿表に際し厚き感謝を捧 ぐるものな り｡

(整海総督府垂南高等工業學校鷹用化學科)(昭 和15年10月29日 受理)

(45)木蝋漂白に關する研究(第11報)

佐久間巖・百瀨五十・賴再得

儲 等 揃 軸 ζ於て各種棚 溶液の紫夕榔 に於ける吸鰍 態を

糎察してこれを報告せ り(本 誌,昭 和 ユ2,40,337)｡其 の後引き

績 き研究を行ひ,棉 實油色素ゴシポールの吸牧爲眞を撮 りて木蝋色

素のそれと比較 し,叉 木蝦中の次分及び鐵分を測定 し,更 に生蝋の

雛%浦 可溶部分蹴 て研究したる結果(壷 瀦 工學衛轍･昭

和14･第 串號･五6･29)･木 蝋 の漂白粉漂白(同 報告,37),木

蝋色素の酸化防止剤的作用(同 報告,昭 和15,:第4號,1),金 燭

石鹸を鯛媒 とし空氣逸入に依る木蝋の酸欺現象(同 報告,13)嚢 漂

白粉漂白に關する線績研究(同 報告,23)を 夫 々登表せ 妙｡本 報

告に於ては木蝋の空氣漂白に際するマンガン石鹸の鯛媒的影響に

就て蓮べん とす◎

Lマ ンガン石鹸の調 製

々 ンガン石鹸は ソーダ石鹸液 と硫酸マンガン水溶液 とを以て複

分解法 に依 り調製 したる屯のなり(H.J.:BraUn,DieMeta11-

seifon,1932),即 ち カプリン酸及び大豆油を用ひ,前 者はその29

を正確に秤取 し約%CCの9翫%酒 精に溶解 し,濁5苛 性 ソーダ

にてフェノールフタレインを指示藥 として中和を行ひた り◎併 し

で大部分の酒精を駆逐し去 り残液 に水を加へて150ccと な し,2

～5%過 剰の硫酸マ ンガンを30ceの 水 に溶かし
,撹 拝をなしつ

つ ソーダ石鹸液に添加せ り◎温度は60℃ に於て作用せ しめしも

ゆにして豫め爾液を同温度になして混 じたり◎析出せる沈澱は約

1時 間静置し濾過せる後反復水洗 し,弐 に酒精にて洗糠 して水及

び残留脂肪酸を除表 し,最 後に冷工一テルにて洗ひ40℃ に於て

眞室乾燥に附したるものな り｡大 豆油は先づ鹸化便を測定し鹸化

せ しむるに相當量の 濁2酒 精性苛性カ リにて鹸化 し,大 部分の

酒精を蒸獲 し去れるものをカプ リン酸の場合 と同様にして調製せ

り､ヵ プリン酸 ぽ中和債323.14,沃 素便0.91,大 豆油 は化學用

品にして酸贋 α60,鹸 化債195｡36,沃 素便12922な る敷値を示

せ わ｡マ ンガソ石鹸の分析は次の如 くなしたるも②なり｡即 ち水･

分 は試料約-19を 直径8α η の時計皿に 擾げ60℃ ユβ時間眞室

乾燥 したるものにして,金 麗石鹸の分解は石鹸をエーテルと稀璽

酸 との混液にて分液漏斗中に於て反復振蛋 し,次 にエルレイマイ

ヤーフラス朗こ入れて温浸 魅 容易に牙解せ しめ鴛たるを以て,

遊 離せる脂肪酸は分液漏斗にてエーテルに移行せ しめ水洗後工一

テルを駆逐し,40臆 眞室乾燥後中和便及 び沃素便 の測定を行ひ

た り◎

｡第 ユ 表

金 屠 石 鹸 杢尋 蒸汐 ㈱ 償誘 穐)

カ プ リン酸 マ ンガ ン2､4018.573三 ～6.080｡55

〃(熔 融)1.061&8332牙050 .41

.大 豆 油脂 肪 酸 マ ンガ ン1.4115｡65212.5160.舘

熔 融 と記 せ るは 大 部 分 脱 水 完 了 後 濫 度 を 上 昇 して 熔 融 状 態 に保

ち 以 て残 留 せ る永 分 を脱 却 した る もの な り◎ 漂 白 に使 用 せ る木 蟻

.は市 販 の生 蝋 に して 沃 素便(ウ ィイ ス法)3丘30,過 酸 化物 α72,

酸 便4648に してHe窮s･lvesチ ン トフ ォ トメrタ ー に依 る色 便

は青219｡0,冑 緑2H.0,｡緑170.5,黄 緑137.8,赤137｡8に しで

過 酸 化 物 はA,丁 誼e1及 びC､Revisの 行 へ る 方 法(｣;･V.

伽 漁 緬5側89丁 繊 りて測定し欄･9醐 する

邸10チ オ硫酸 ソーダ溶液のce撒 にて示せ るものにして,色 租

は試料20gを 直径9臓 のべ トリ氏皿中にて冷却固化せしめた

るものを測定しM㈱a-H縦rlsの 色便にて表 したるものなり◎
誹

･第2表

マ ン ガ ン 石 鹸 ･ ､色 償｢一

_｣蓬 一)青 髄 緑 驚 赤 沃轍 繊 働 蝋
カ プ リ ン 酸0･0ユ25219 .0･21LO182.0155.0146234､11､0947 .56

㍗0
.0250229.0･211｡0182.0150 .6141.9砂33.971.1648｡14

"0つ500150
.61ユ3.370,942.828.611,2410 .1954.69

"02000146
.2ユ10.368.942.828｡67.285.8159,66

大 豆 油 脂 肪 酸0.0125229.0229.0189 .0160.0146､234.461.4948.15
〆

.0.0250239,5凄219｡0196.0160.0150 .63生65L6047.18

"恥0 ･0500165.0ユ34､0
.96250.835.515.5012.コ550.82

"0 .望000155､0116,570.938｡424.76.1762763.00
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第3圖
II.マ ンガ ン石鹸の添 加量

木蠣509を300ccの 季 践フラスコに とり毎分約3τ の室氣

を40時 間逡入し エOO｡Cに 於 て室氣漂自を試みたり｡

第2表 に依て見るにカプリン酸マソガン及び大豆油脂肪酸マソ

ガシ共に0心25%に 於 ては色稲却て本艮化 し･α05%以 上にして

初めで漂白の現象相當顯著なるを認めたり◎され ど沃素便は急激

に低下し過酸化物及び酸便はこれに反 して増加するものの如し◎

III.漂 白 中に於け る木蝋 の墾化 ゼ .

0.1%の 大豆油脂肪酸マソガソを加へ前項同檬漂白試瞼を行ひ
･躯わ
ハ 第1圖･

第1圖1は 生蝋,2は 漂

白7時 間,3は14時 間,

4は21時 間,5は28時

間,6は35時 間･7は ､56

時間 なり,邸 ち之れによつ

て知る如 く漂白時間7時 間

迄は色債却て増大し,7時

問以後に於て漸 く減少し,

沃素債は漂白中次第に低下

し,酸 便は之に反して逐堰

･し叉過酸化物は 飢 時間に

於て最大値を示 し,以 後 こ

れ亦漸減を來すは第2圖 に

↑

見るが如 し｡更 にKδ 難ig一 → 塒μ

M践r於nsス ペ クトロブナトメーターに依 り吸光係敷を測定ぜり◎

邸ち試料のキシロール溶液を入れたる襯測管を向て左側に置 き測

角を α とし爾者の位置を代へたる場合の角を ♂ とし,襯 測管

中に於ける可槍液の光線透過距離をcmに て表は したるを ♂ と

なせばぜ 一10gt縞覧 響 齪 よりεを計算囎 べき撒

に,斯 くし頃求め圖示 したるを第3圖 とす◎但 し圏中1は 生蝋

2は 漂白7時 間,3は14時 間,4は56時 間 にして漂;白14時

澗 に於て生蝋特有の6,500～6,600且 の吸牧を失ふを認めたり◎

＼}､第2圖
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一A

學術報告,昭 和14,第3號,29),本 實験に於ては生蝋4009を

3～ のフラスコにと一り,95%酒 精2,0GOccを 加へ･還 流冷却器を

附 して約8時 間湯浴上にて加温し1つつ抽出レ冷知後抽出液を分離

せる後,残 渣に再び2,000ccの 酒精を添加 し同檬の抽患を 反復

す ること5同 にして大部分の可溶性物質を除去 し,斯 くして得た

る威理蝋に大豆油脂肪酸マソガソ0.1%を:加 へ,毎 分約31の 室

を邊入し100｡Cに て漂白せ りo

第4圖
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一 潔白時閥(時)一 漂白時閥(時)一･漂 白時間(時)

IV.酒 精虜理蝋の漂白

生蝋の酒精慮理を行ひその可溶性物質を除去せるものが,其 然

らざるものに比し漂白容易なるは既に報告せる灰なり(毫南高工

_蓋 記
､〆 ＼

Kむnig-Marte加 スペク トロフォトメーターに依 り εを測定 し

たる結果第4圖 の如 し｡但 レ1は 生蝋,2は 酒精庭理蝋･3は

漂白7時 間,4は35時 間な 鮎 盤 して之等の結果に依て明力)な

る如 ぐ酒縞盧理は薯しく漂白敷果を大ならしむるものな り｡
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第3表

奪黙 一遥L｣_蒙 馨 酸
號(時)瓢 青 緑 線 黄 愚 赤 儂 物 償

10239｡5211.0工89.0165.0165.019､780.923,91

㍉27150
.6113.$79｡446.027310.CO13､82&8露

31414191工0.367.038427,37.998.039.79

421130210r667沸032.627.35.618.091L65

528130.2101,667.032.627､35.581黛8414｡75

6351302101β67.032β27､3,3｡93133914｡95

V.漬 精抽出物のパラフィン中に於ける漂白

煎項實験の酒精抽出物より酒精を駆逐せるを化學用バラフィソ

に15%添 加して溶解せしめ,こ れに大豆油脂肪酸マンガγ α1

%を 加へ,毎 分 剖 の察氣を邊入し100℃ に於て漂白したb｡

第4"表

藤 露畠_L｣L､姿 ボ､
號(時)青 青 緑 繰 黄 緑 赤 儂 動 債

.10211.σ196.0160.0132｡0119｡717.990.5716,53

2779.454228.626.016.2曽11.112,0213.70

31473ρ47.628β22｡21(L2&562､1712.64

4216&947.628.622｡216象2&5Q2,7811.95

52868.9,47.628β2221627493.1110.76

63568,947,628,62221626勤613.1610.63

次 に 室 氣 漂 白7時 間 の 試 料 に 就 て ε 濁 定 の 結 果 次 の 如 し◎

第5表(εxloo)(其 の1)副

球 棚 筋… 繭 ⑤C･･⑤ …6…3･･歯
1195.178633619247､17442640.8046.61

213413.410.680.570260.340.45

(其 の｡2)

編 ミ 蜘 ⑤5･･伽 一8c･⑤96繭 Σ窒あ
154｣756｡3453.274(》 寮4430,0625癌4025.15807や69

2q440.460憾60護60｡460,570,5722,64

第 一5圖(:實 験1)
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生螺酒精可溶性物質は室氣邊入7時 間にして赤褐色粘稠性物翼1

とな りてパラフィソ不溶性に攣 じ容器の底部に沈降す,併 して此

の沈降ぜるものは酒精及び石油工一テルに不溶にしてエーテルに

ほ少量溶解 しベンゾール,ア セト､ソには相當の溶解度を有す｡･

VI｡漂 白 と紫外部に於け る吸牧

以上の實験に於てIII,IV,Vの3項 の試料並に 次の實験1,

IIに 於ける試料に就て紫外部吸牧の欺態を樵 した り◎

責駿1布 販生嫌 βCO9を 熔 融し10倍:量 の0.01%苛 性 ソー』

ダ溶液中にて蝋花をつ くり1αn以 下の大 さを有するものを50

×50cn1の ガラス板上に鑛げ,昭 和15年3月 中毎 日約7時 間

午前9時30分 よ り午後4時30分 迄 日光曝露を行ひた り◎

･第6表

灘 青÷ 葱÷ 赤羅1
100三 ～19.G211.0171β137.8137.835300.724(乳48

212iヲ6真705165.013021164104｡431.90ユ8.9246癖68

3191ン ≦15r;､0150β116.29&979.4285)517,3249｡88

4192%155.0123.193β75.135.525β69.5647.22

5196126.698979β59435し524.3512.6･隻47ユ9

6 ｡198104498｡975.150.835◎52工･571r7.0047.32

7191098護)91.159435.522218.1714.824鉱07･

8401381β77242.835､522.5～15｡747､9448｡80

9611791.16&942､82&6延62:14.807.4649.82

賓 駿II市 販 生 蝋(實 験1と 異 な る 試 料)を 前 實 験 と 同 様 漂

白 庭 理 を な し た り Φ 柵

第7表

實 日時 経 色 債 沃 過'酸

雛 嚢青r袖罵}譲 赤議.
10025LO229｡0棄 ～11｡0165｡OI55.017｡勲80.452ユ.61

212ン ≦280ぱ)251ρ2=【9･OI82"0130･015･5516･0120･8i

β191%203.0189ボ0155･0107･383･914審5023.2719.19
14192%189 .0155.0119.779浸50毒81a8014超1932

5196182.OI46,2110,275.146｡013.78182319｡16

6198137､81?3.191.163.142β12.3516.8419.17

71910ユ34.0116ま583｡9ず61338｡411｣7516,58』19.57

84013104♂4862黙68,9384289611β821.951941

9611791,175.139.922.216.29.9717.5320■0

各 圖 曲線 ユ,2,3は 第5圖 に於 て は第6表 實 験 番 號1,3,5に,

第6樋 に於 て は第7表 實 瞼 番 號1,3,5に,第7圖 に於 て は第

1圖 及 び第2圖 實 験 漂 白時 間0,14,銘 時 聞 に,第8圖 に於 て は

第3表 實 験 番 號1,2,6に,第9圏 に於 ては 第4表 實 験 番 號1,

2,4に 夫 々相 當 す｡

可楡 液 濃 度 は木 蝋 混 合 脂 肪 酸 の李 均 分 子 量 を 飯沌0と して 計 算

し1/50znQ1,溶 商iは エ ーテ ル を用 ひ前 報 と同様 のQuartzSpe《}

tτ09嶽phに 依 匂た る も の に して,乾 板 は第5,6圖 はIrord

$peぞi&1rapidpanchrom醐epla艶,他 はA畑mN(紘renep1脚

を使 用 して 撮 影 した る もの よ り吸 牧 曲 線 を 豊 きた る もの な り◎

総 括

(1)カ プ リ ン酸 及 び大 豆 油 混 合 脂 肪 酸 の マ ンガ ン眉 鹸 を調 製
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第6圖(實 験H:)ご･冠･､第8圓(第w項 實 験)
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して隅媒 となし木蝋の室氣漂白を試みたり◎

(2)マ ンガソ石鹸の添加:量は α05%以 上 に於て漂白敷果相

當に現はる瓦を認めたり,然 れ ども沃素便は急激に低減 し酸償は

これに反 して上昇著 しく過酸化物の含量亦増大す◎

(3)漂 白時聞7時 聞迄は色相却て不良化 し7時 問以後に於

て初めて色償友び沃素便の漸減を來たし,酸 便は漂白中絶えず逐

増し又過酸化物は漂白時間21時 間に於て最大値を示 し以後漸減

せりな

(4)K伽ig-Martensス ペ クトロフォトメーターに依 り εを

測定せる結果,漂 白時間14時 間にして6,500～6,600且 に於ける

特有の極大畷牧を失びたりポ

(5)生 蝋を95駕 酒精にて其の抽出物を除去したるものは生

蝋に比しその漂白頗そ容易なり◎

(6)95%酒 精抽出物をパラフィソに溶解せしめ室氣漂白を

行ひたるに色素物質はパラフィンに不溶化し大部分沈降せり◎

(7)生 蟻及び共の9蔑%酒 精葡溶部並に不溶部は共に紫外激

に於ける吸牧を検したるに弱き吸牧幣を有するも,日 光漂白及び

室氣邊入慮理に依りて漂白を行ふ時は何れもこれを漕失し,其の

吸牧端は液層長き分光に於ては短波長に,液 厨短き場合は長波長

に移動す◎


